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下記項目の記述及び関連図面等を次のとおり変更又は追加する。 

 

2． 気 象 

2.3 敷地での気象観測 

2.4 敷地における観測結果 

2.5 安全解析に使用する気象条件 

2.6 参考文献 

 

7. 発電用原子炉設置変更許可申請（平成 27 年 11 月 5 日申請）に係る気象，

地盤，水理，地震，社会環境等 

7.1 敷 地 

7.2 気 象 

7.3 水 理 

7.4 地 盤 

7.5 地 震 

7.6 原子炉施設の基礎地盤及び周辺斜面の安定性 

7.7 津 波 

7.8 火 山 

7.9 竜 巻 

7.10 生 物 

7.11 社会環境 
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2． 気 象 

  「2.3 敷地における気象観測」，「2.4 敷地における気象観測結果」，「2.5 

安全解析に使用する気象条件」，「2.6 参考文献」の記述及び関連図表等を

削除し，以下のとおり追加する。 

 

2.3 敷地における気象観測 

発電所の安全解析に使用する気象条件を決める際の資料を得るため，「発

電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針」に基づき，発電所敷地内で，

風向，風速，日射量，放射収支量等の観測を行っている。 

本申請書では，2006 年 2 月から 2007 年 1 月までの観測資料を使用した。 

以上の観測に使用した気象測器の種類，観測位置及び観測期間を第 2.3.1

表に，観測点位置を第 2.3.1 図及び第 2.3.2 図に示す。 

 

2.3.1 気象観測点の状況 

 (1) 排気筒高さ付近の風向風速を代表する観測点（Ｂ点，Ｃ点） 

１号炉排気筒高さ付近を代表する風向風速の資料を得るため，敷地内の

標高 124m の地点（Ｃ点）に高さ 24m（標高 148m）の観測鉄塔を，２号炉排

気筒高さ付近を代表する風向風速の資料を得るため敷地内の標高 48m の地

点（Ｂ点）に高さ 22m（標高 70m）の観測鉄塔をそれぞれ設置し，観測を行っ

た。 

これらの観測点は周囲の障害物の影響を受けることがないため，それぞ

れ排気筒高さ付近の風向風速を代表している。 

(2) 地上風を代表する観測点（Ａ点） 

１号及び２号炉の敷地を代表する地上風の資料を得るため，敷地内の標

高 3m の地点（Ａ点）に高さ 10m（標高 13m）の観測柱を設置し，観測を行っ



6－2－2 

た。 

この観測点は，周囲の障害物の影響を受けることがなく，敷地の地上風

を代表している。 

(3)  大気安定度を求めるための風速，日射量及び放射収支量の観測点（Ａ点） 

大気安定度を求めるには，風速，日射量及び放射収支量が必要である。

風速については，地上風を代表する観測点（Ａ点）で観測した値を使用し

た。日射量及び放射収支量については，敷地内に設置した露場（標高 3m）

の観測点（Ａ点）で観測した値を使用した。 

 

2.3.2 気象観測項目 

風向，風速 ： Ａ点，Ｂ点，Ｃ点 

日 射 量 ： Ａ点 

放射収支量 ： Ａ点 

  降 水 量 ： Ａ点 

  気   温 ： Ａ点 

  （各観測点の位置については第 2.3.1 図及び第 2.3.2 図参照） 

 

2.3.3 気象測器 

気象測器は，第 2.3.1 表に示しているが，「気象業務法」に基づく気象庁検

定を受けたものである。 

なお，放射収支計は，気象庁の検定項目にないため，年 1 回黒体炉による

校正を行った。 

 



6－2－3 

2.3.4 けい留気球による観測 

  敷地上空の気温差等の観測を 1978 年 4 月 7 日から 4 月 14 日まで，7 月 25

日から 8 月 1 日まで及び 10 月 17 日から 10 月 24 日までけい留気球等により

実施した。 

第 2.3.2 表及び第 2.3.3 表に示すようにＡ点，Ｂ点及びＣ点に観測鉄塔等

を設置して測定した気温差の値は，けい留気球観測による自由大気の鉛直方

向の温度分布とかなり良い対応を示していることが確認された。 
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2.4 敷地における気象観測結果 

2.4.1 敷地を代表する風 

  敷地の地上風を代表する地点（第 2.3.1 図 Ａ点）における 1 年間の観測

結果及び排気筒高さ付近の風を代表する地点（第 2.3.1 図 Ｂ点，Ｃ点）に

おける 1 年間の観測結果を以下に示す。 

なお，風向及び風速の観測値を統計整理するに当たって，風速が 0.5m／s

未満のものは静穏として取り扱っている。 

 (1) 風 向 

   第 2.4.1 図から第 2.4.7 図に標高 13m（地上高 10m，Ａ点），標高 70m（地

上高 22m，Ｂ点）及び標高 148m（地上高 24m，Ｃ点）における年間及び月

別の風配図を示す。 

標高 13m（地上高 10m，Ａ点）における風向分布は，年間を通じ南東，南

南東，北西及び北北西の風が多くなっている。 

標高 70m（地上高 22m，Ｂ点）における風向分布は，年間を通じ南東，西

北西及び北西の風が多くなっている。 

標高 148m（地上高 24m，Ｃ点）における風向分布は，年間を通じ南東，

南南東，西北西及び北西の風が多くなっている。 

第 2.4.8 図に標高 13m（地上高 10m，Ａ点），標高 70m（地上高 22m，Ｂ点）

及び標高 148m（地上高 24m，Ｃ点）における年間の低風速（0.5 から 2.0m

／s）時の風配図を示す。 

標高 13m（地上高 10m，Ａ点）における風向分布は，年間を通じ西北西

から北北西の風が多くなっている。 

標高 70m（地上高 22m，Ｂ点）における風向分布は，年間を通じ南東，南

南東,西北西及び北西の風が多くなっている。 

標高 148m（地上高 24m，Ｃ点）における風向分布は，年間を通じ東から
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南東の風が多くなっている。 

 (2)  風 速 

標高 13m（地上高 10m，Ａ点），標高 70m（地上高 22m，Ｂ点）及び標高

148m（地上高 24m，Ｃ点）における年間及び月別の風速別出現頻度並びに

年間の風速別出現頻度累積を第 2.4.9 図から第 2.4.15 図に示す。 

これによれば，標高 13m（地上高 10m，Ａ点）では年平均風速が 2.3m／s

で，0.0 から 3.4m／s の範囲の風速が多くなっている。 

標高 70m（地上高 22m，Ｂ点）では年平均風速が 3.0m／s で，0.5 から 4.4m

／s の範囲の風速が多くなっている。 

標高 148m（地上高 24m，Ｃ点）では年平均風速が 3.8m／s で，0.5 から

4.4m／s の範囲の風速が多くなっている。 

また，標高 13m（地上高 10m，Ａ点），標高 70m（地上高 22m，Ｂ点）及び

標高 148m（地上高 24m，Ｃ点）における静穏状態（風速 0.5m／s 未満）の

年間出現頻度は，それぞれ 23.0％，9.8％及び 5.6％である。 

 (3)  同一風向継続時間 

標高 13m（地上高 10m，Ａ点），標高 70m（地上高 22m，Ｂ点）及び標高

148m（地上高 24m，Ｃ点）における年間風向継続時間を第 2.4.1 表から第

2.4.3 表に示す。 

標高 13m（地上高 10m，Ａ点）において長期継続する傾向の強い風向は，

東南東から南南東及び西北西から北北西であり，最長の継続時間は風向が

南東の場合である。各風向とも継続時間は 6 時間以内がほとんどであり，

全体の 96.7％を占めている。 

標高 70m（地上高 22m，Ｂ点）において長期継続する傾向の強い風向は，

南東，西北西及び北西であり，最長の継続時間は風向が南東の場合である。

各風向とも継続時間は 6 時間以内がほとんどであり，全体の 97.2％を占め
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ている。 

標高 148m（地上高 24m，Ｃ点）において長期継続する傾向の強い風向は，

南東,南南東及び西北西から北北西であり，最長の継続時間は風向が南東及

び南南東の場合である。各風向とも継続時間は 6 時間以内がほとんどであ

り，全体の 97.9％を占めている。 

また，各標高における静穏状態の継続時間は 6 時間以内がほとんどであ

り，標高 13m（地上高 10m，Ａ点）では 91.5％，標高 70m（地上高 22m，Ｂ

点）では 99.6％，標高 148m（地上高 24m，Ｃ点）ではすべてが 6 時間以内

の継続である。 

 

2.4.2 大気安定度 

 (1) 大気安定度の分類と出現頻度 

日射量，放射収支量及び地上高 10m（Ａ点：標高 13m）を基に「発電用原

子炉施設の安全解析に関する気象指針」に従って大気安定度の分類を行っ

た。 

年間及び月別の大気安定度出現頻度を第 2.4.16 図に，並びに大気安定度

別の標高 13m（地上高 10m，Ａ点），標高 70m（地上高 22m，Ｂ点）及び標高

148m（地上高 24m，Ｃ点）の風配図を第 2.4.17 図に示す。 

Ａ点での年間の出現頻度は，Ａ型からＣ型は 20.5％，Ｄ型（Ｃ－Ｄ型も

含む。）56.9％，Ｅ型からＧ型は 22.6％になっている。 

Ａ点ではＤ型は年間を通じて出現頻度が多く，Ａ型からＣ型は 5 月から

9 月，Ｅ型からＧ型は 8 月から 11 月及び 1 月が比較的多くなっている。 

標高 13m（地上高 10m，Ａ点）における風向別では，Ａ型からＣ型は南東

及び北西から北，Ｄ型は南東，南南東及び北北西の風のときに多く現れ，

Ｅ型からＧ型では，際立った特徴は見られない。 



6－2－7 

標高 70m（地上高 22m，Ｂ点）における風向別では，Ａ型からＣ型は南東，

西北西及び北西，Ｄ型は南東，西北西及び北西，Ｅ型からＧ型は南東，南

南東，西北西及び北西の風のときに多く現れている。 

標高 148m（地上高 24m，Ｃ点）における風向別では，Ａ型からＣ型は南

東及び西から北西，Ｄ型は南東，南南東,西北西及び北西，Ｅ型からＧ型は

南東及び南南東の風のときに多く現れている。 

大気安定度の継続時間別出現回数を第 2.4.4 表に示す。 

Ａ点においては，Ａ・Ｂ・Ｃ型，Ｄ型，Ｅ・Ｆ・Ｇ型が 10 時間以上継続

する頻度は各々10.6％，16.7％，17.4％となっている。 

 

2.4.3 観測結果から見た敷地の気象特性 

敷地における気象観測資料を解析した結果によると，敷地の気象特性とし

て次のような点が挙げられる。 

(1) Ａ点，Ｂ点及びＣ点の風向は年間を通じて南東，南南東及び西北西から

北北西が多い。 

(2) Ａ点，Ｂ点及びＣ点の風速は，南東から南南東及び北西の風のとき比較

的大きい。 

(3) 静穏が発生しても 6 時間以上継続することは少ない。 

(4) 大気安定度は，Ｄ型の出現頻度が多く，大気安定度別の風向は，拡散の

小さいＥ・Ｆ・Ｇ型が発生しているときには，南東から南南東が多く，拡

散の大きいＡ・Ｂ・Ｃ型が発生しているときには，西北西から北北西が多

い。 
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2.5 安全解析に使用する気象条件 

安全解析に使用する気象条件について，「発電用原子炉施設の安全解析に関

する気象指針」に基づき，以下のとおり検討を行った。 

 

2.5.1 観測期間の気象条件の代表性の検討 

敷地において観測した 2006 年 2 月から 2007 年 1 月までの 1 年間の気象資

料により安全解析を行うに当たり，観測を行った 1 年間の気象状態が長期間

の気象状態と比較して特に異常でないかどうかの検討を行った。 

風向出現頻度及び風速出現頻度について，敷地内Ｂ点の標高 70m（地上高

22m）及び敷地内Ｃ点の標高 148m（地上高 24m）における 10 年間（1996 年 2

月から 2006 年 1 月）の資料により検定を行うとともに，最寄りの気象官署で

ある敦賀特別地域気象観測所及び福井地方気象台における上記観測期間の 1

年間の資料と，過去 10 年間（1996 年 2 月から 2006 年 1 月）の資料による検

定も併せて行った。 

検定法は，不良標本の棄却検定に関するＦ分布検定の手順に従った。 

敷地内Ｂ点における検定結果を第 2.5.1 表及び第 2.5.2 表に示すが，有意

水準 5％で棄却されたものはなかった。敷地内Ｃ点における検定結果を第

2.5.3 表及び第 2.5.4 表に示すが，有意水準 5％で棄却されたものは 27 項目

中 2 項目であった。また，最寄りの気象官署における検定結果を第 2.5.5 表

から第 2.5.8 表に示すが，有意水準 5％で棄却されたものは，敦賀特別地域

気象観測所では，27 項目中 3 項目，福井地方気象台では，27 項目中 1 項目で

あった。 

これらは安全解析に使用した観測期間の気象状態が長期間の気象状態と比

較して異常でないことを示しており，この期間の気象資料を用いて平常運転

時及び設計基準事故時の線量の計算を行うことは妥当であることを示してい
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る。 

 

2.5.2 大気拡散の計算に使用する放出源の有効高さ 

排気筒から放出される放射性物質が敷地周辺に及ぼす影響を評価するに当

たって，大気拡散の計算に使用する放出源の有効高さは，建屋及び敷地周辺

の地形の影響を考慮するため，以下のような風洞実験（３）（４）により求める。 

平常運転時の風洞実験においては，縮尺 1／2,000 の建屋及び敷地周辺の地

形模型を用い，排気筒高さに吹上げ高さを加えた高さからガスを排出し，風

下地点における地表濃度を測定する。 

その地形模型実験で得られた地表濃度の値が，排気筒高さを変えて行う平

地実験による地表濃度の値に相当する排気筒高さを放出源の有効高さとする。 

１号炉排気筒高さは地上高約 30m（標高約 143m），２号炉排気筒高さは地上

高約 58m（標高約 65m）であるが，以上の風洞実験により平常運転時の線量評

価に用いる放出源の有効高さは第 2.5.9 表のとおりとする。 

設計基準事故時において，「原子炉冷却材喪失（排気筒放出分）」，「制御棒

飛び出し（排気筒放出分）」及び「燃料集合体の落下」については，排気筒高

さに吹上げ高さを考慮せずに上記と同様の風洞実験を行い，放出源の有効高

さを第 2.5.9 表のとおりとした。また，「放射性気体廃棄物処理施設の破損」，

「蒸気発生器伝熱管破損」，「原子炉冷却材喪失（地上放出分）」及び「制御棒

飛び出し（地上放出分）」については地上放出とし，放出源の有効高さを 0m

とする。 

 

2.5.3 大気拡散の計算に使用する気象条件 

(1)  平常運転時 

発電所の平常運転時に放出される放射性気体廃棄物の敷地周辺に及ぼす
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影響を評価するに当たっては，敷地内における 2006 年 2 月から 2007 年 1

月までの 1 年間の風向，風速及び大気安定度の観測資料から以下に示すパ

ラメータを求め，これを用いる。風向及び風速については排気筒高さ付近

の風を代表する標高 70m（地上高 22m，Ｂ点）及び標高 148m（地上高 24m，

Ｃ点）の風向及び風速とする。 

なお，静穏時については，風速は 0.5m／s とし，風向別大気安定度別出

現回数は，静穏時の大気安定度別出現回数を風速 0.5 から 2.0m／s の風向

出現頻度に応じて比例配分して求める。 

また，欠測については，欠測を除いた期間について得られた統計が，欠

測期間についても成り立つものとする。 

ａ．風向別大気安定度別風速逆数の総和及び平均 

風向別大気安定度別風速逆数の総和及び平均は，（6-1）及び（6-2）式

によりそれぞれ計算する。 

 

     

 

ここで， 

 sdS ,  ：風向別大気安定度別風速逆数の総和        （s／m） 

 sdS ,  ：風向別大気安定度別風速逆数の平均        （s／m） 

 N  ：実観測回数                    （回） 

 iU  ：時刻 i における風速               （m／s） 

 isd δ,  ：時刻 i において風向ｄ，大気安定度ｓの場合 

     isd δ, ＝1 

   その他の場合 

     isd δ, ＝0 

sd
sd

sd S
N

S ,
,

,
1 ⋅=   ………………………………………………………（6-2） 

 ∑
=

=
N

i i

isd
sd U

S
1

,
,

δ
   ………………………………………………………（6-1） 
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 sdN ,  ：風向ｄ，大気安定度ｓの総出現回数          （回） 

 

ｂ．風向出現頻度 

風向出現頻度は（6-3）及び（6-4）式によりそれぞれ計算する。 

 

 

 

ここで， 

 df  ：風向ｄの出現頻度                  （％） 

 N  ：実観測回数                     （回） 

 id δ  ：時刻 i において風向がｄの場合 

    id δ ＝1 

    その他の場合 

    id δ ＝0 

 'df , ''df ：風向ｄに隣接する風向 '',' dd の出現頻度        （％） 

 dTf   ：風向 '',', ddd の出現頻度の和              （％） 

以上の計算から求めた風向別大気安定度別風速逆数の総和を第 2.5.10

表から第 2.5.11 表に，風向別大気安定度別風速逆数の平均及び風向別風

速逆数の平均を第 2.5.12 表から第 2.5.13 表に，風向出現頻度及び風速

0.5 から 2.0m／s の風向出現頻度を第 2.5.14 表から第 2.5.15 表に示す。 

(2) 設計基準事故時 

設計基準事故時に放出される放射性物質が，敷地周辺の公衆に及ぼす影

響を評価するに当たって，放射性物質の拡散状態を推定するために必要な

気象条件については，現地における出現頻度から見て，これより悪い条件

がめったに現れないと言えるものを選ばなければならない。 

  ∑
=

×=
N

i

id
d N
f

1
100δ

      ………………………………………………（6-3） 

''' ddddT ffff ++=      ………………………………………………（6-4） 
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そこで，線量の評価に用いる放射性物質の相対濃度（以下「χ／Ｑ」と

いう。）を，Ａ点（標高 13m，地上高 10m）及びＢ点（標高 70m，地上高 22m）

における 2006 年 2 月から 2007 年 1 月までの 1 年間の観測資料を使用して

求めた。すなわち，（6-5）式に示すように，風向，風速，大気安定度及び

実効放出継続時間を考慮したχ／Ｑを陸側方位について求め，方位別にそ

の値の小さい方からの累積度数を年間のデータ数に対する出現頻度（％）

として表すことにする。横軸にχ／Ｑを，縦軸に累積出現頻度をとり，着

目方位ごとにχ／Ｑの累積出現頻度分布を描き，この分布から，累積出現

頻度が 97％に当たるχ／Ｑを方位別に求める。 

ただし，χ／Ｑの計算の着目地点は，各方位とも周辺監視区域境界を着

目地点とし，着目地点以遠でχ／Ｑが最大になる場合は，そのχ／Ｑを着

目地点における当該時刻のχ／Ｑとする。 

  

 

ここで， 

Q/χ   ：実効放出継続時間中の相対濃度         （s／m３） 

T      ：実効放出継続時間                    （h） 

iQ)/(χ  ：時刻ｉにおける相対濃度            （s／m３） 

iδ    ：時刻ｉにおいて風向が当該方位にあるとき 

iδ ＝1 

       時刻ｉにおいて風向が他の方位にあるとき 

       iδ ＝0 

ここで，「原子炉冷却材喪失（排気筒放出分）」，「制御棒飛び出し（排気

筒放出分）」及び「燃料集合体の落下」での（χ／Ｑ）ｉの計算に当たって

は（6-6）及び（6-7)式により行う。 

短時間放出の場合 

  ∑
=

⋅=
T

i
iiQ

T
Q

1
)/(1/ δχχ    …………………………………………………（6-5）
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長時間放出の場合 

   

ここで， 

yiσ ：時刻ｉにおける濃度分布のｙ方向の拡がりのパラメータ     （m） 

ziσ ：時刻ｉにおける濃度分布のｚ方向の拡がりのパラメータ     （m） 

iU        ：時刻ｉにおける風速                                   （m／s） 

H      ：放出源の有効高さ                    （m） 

X      ：放出地点から着目地点までの距離                         （m） 

また，「放射性気体廃棄物処理施設の破損」，「蒸気発生器伝熱管破損」，

「原子炉冷却材喪失（地上放出分）」及び「制御棒飛び出し（地上放出分）」

での（χ／Ｑ）ｉの計算に当たっては，建屋等の影響を考慮して（6-8）及

び（6-9）式により行う。 

短時間放出の場合 

  

長時間放出の場合 

 

 

   
2/12 )/( πσ ACyiyi ⋅+=Σ
 

2/12 )/( πσ ACzizi ⋅+=Σ  

ここで， 

A：建屋等の風向方向の投影面積                             （m２） 

C：形状係数 

方位別χ／Ｑの累積出現頻度を求めるとき，静穏の場合には風速を 0.5m

／s として計算し，その風向は静穏出現前の風向を使用する。 

 ……………………………………（6-6） 

)
2

exp(032.2)/( 2

2

ziizi
i

H
XU

Q
σσ

χ −⋅
⋅⋅

=     ………………………………………（6-7） 

   )
2

exp(1)/( 2

2

ziiziyi
i

H
U

Q
Σ

−⋅
⋅Σ⋅Σ⋅

=
π

χ   ……………………………………（6-8） 

)
2

exp(032.2)/( 2

2

ziizi
i

H
XU

Q
Σ

−⋅
⋅⋅Σ

=χ     ……………………………………（6-9） 

)
2

exp(1)/( 2

2

ziiziyi
i

H
U

Q
σσσπ

χ −⋅
⋅⋅⋅

=
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実効放出継続時間としては，放射性よう素の事故期間中の全放出量を 1

時間当たりの最大放出量で除して求めた第 2.5.16 表に示す値を用いる。 

建屋等の風向方向の投影面積としては，計算の便宜上，最小投影面積で

ある 5,000m２を使用し，形状係数としては 0.5 を用いる。 

また，放射性雲からのγ線による空気カーマについては，χ／Ｑの代わ

りに空間濃度分布とγ線による空気カーマ計算モデルを組み合わせた相対

線量（以下「Ｄ／Ｑ」という。）を用いて同様に求める。この場合の実効放

出継続時間としては，放射性希ガスの事故期間中の全放出量を 1 時間当た

りの最大放出量で除して求めた第 2.5.16 表に示す値を用いる。ただし，実

効放出継続時間が 8 時間を超える場合においても，方位内で風向軸が一定

と仮定して計算する。γ線による空気カーマ計算には，添付書類九の（9-11）

式を使用する。 

以上の方法により，陸側方位について求めた方位別χ／Ｑ及びＤ／Ｑの

累積出現頻度を第 2.5.1 図から第 2.5.12 図に示す。 

また，累積出現頻度が 97％に当たる方位別χ／Ｑ及びＤ／Ｑを第 2.5.16

表に示す。 

このうち，設計基準事故時の線量の評価に用いるχ／Ｑ及びＤ／Ｑは，

２号炉の陸側方位の最大値を使用する。 

各事故の線量の評価に用いるχ／Ｑ，Ｄ／Ｑ及び着目方位の値を第

2.5.17 表に示す。 
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観測項目 

観測位置 
気象測器 

又は観測方法 
観測期間 

場所 
地上高

（m） 

標高

(m) 

風向・風速 敷地内Ａ点 10 13 超音波風向風速計 1974年10月～継続 

風向・風速 敷地内Ｂ点 22 70 超音波風向風速計 1978年3月～継続 

風向・風速 敷地内Ｃ点 24 148 超音波風向風速計 1974年10月～継続 

日射量 敷地内Ａ点 1.7 4.7 電 気 式 日 射 計  1974年10月～継続 

放射収支量 敷地内Ａ点 1.4 4.4 風防型放射収支計 1974年10月～継続 

降水量 敷地内Ａ点 0.5 3.5 転倒ます型雨量計 1974年10月～継続 

気  温 敷地内Ａ点 1.5 4.5 白金抵抗温度計 1996年3月～継続 

気  温 敷地内Ｂ点 22 70 サーミスタ温度差計 1978年3月～1996月3月 

気  温 敷地内Ｃ点 24 148 サーミスタ温度差計 1974年10月～1996月3月 

 

（注） 観測場所のＡ点からＣ点については第 2.3.1 図参照 

第 2.3.1 表 観測項目一覧表 
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項目（注）

標高（m） 平均値（℃） 標準偏差（℃） 

148 -0.40 0.68 

 70 -0.15 0.67 

 13 -0.16 0.70 

平 均 -0.24 0.69 

 

 

 

 

 

 

 

標 高（m） 
層 厚 

（m） 

平均値（注）（℃／100m） 標準偏差（℃／100m）

けい留気球 温度差計 けい留気球 温度差計

148 - 13 135 -0.39 -0.21 0.66 0.97 

 70 - 13 57 -0.27 -0.28 0.93 1.32 

 

第 2.3.2 表 けい留気球と温度差計測定値の差の平均値及び標準偏差 

第 2.3.3 表 気温減率の平均値及び標準偏差 

（注）けい留気球と温度差計測定値の差は，けい留気球の測定値から

温度差計の測定値を引いたもの。 

（注）てい減を符号－で示す。 
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第 2.4.4 表 大気安定度の継続時間別出現回数（標高 13m，地上高 10m）
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 第 2.5.9 表 放出源の有効高さ  

(m) 

着目 

方位 

平常運転時 設計基準事故時 

周辺監視区域境界 周辺監視区域境界 

１号炉 ２号炉 ２号炉 

Ｎ 125 110 90 

ＮＮＥ 115 95 80 

ＮＥ 95 90 70 

ＥＮＥ 90 75 75 

Ｅ 95 105 120 

ＥＳＥ 85 90 － 

ＳＥ 95  75 － 

ＳＳＥ 95 90 70 

Ｓ 90 60 50 

ＳＳＷ 110 70 95 

ＳＷ 110 85 95 

ＷＳＷ 135 165 60 

Ｗ 165 185 － 

ＷＮＷ － － － 

ＮＷ － － － 

ＮＮＷ 85 155 － 

注） “－”は海側方位を示す。 

平常運転時の海側方位については，風洞実験を実施した陸側方位（陸側方位に

隣接する海側方位を含む。)のうち，最低のものを放出源の有効高さとする。 
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第 2.5.14 表 風向出現頻度及び風速 0.5 から 2.0m／s の風向出現頻度
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第 2.5.15 表 風向出現頻度及び風速 0.5 から 2.0m／s の風向出現頻度
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第 2.4.1 図 敷地の年間風配図（2006 年 2 月から 2007 年 1 月）

敷地境界
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第 2.4.2 図 敷地の風配図（その 1）（2006 年 2 月から 2006 年 3 月） 

2006 年 2 月            2006 年 3 月 
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第 2.4.3 図 敷地の風配図（その 2）（2006 年 4 月から 2006 年 5 月） 

2006 年 4 月           2006 年 5 月 



6－2－44 

 

 

第 2.4.4 図 敷地の風配図（その 3）（2006 年 6 月から 2006 年 7 月） 

2006 年 6 月            2006 年 7 月 
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第 2.4.5 図 敷地の風配図（その 4）（2006 年 8 月から 2006 年 9 月） 

2006 年 8 月            2006 年 9 月 
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第 2.4.6 図 敷地の風配図（その 5）（2006 年 10 月から 2006 年 11 月） 

2006 年 10 月              2006 年 11 月 
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第 2.4.7 図 敷地の風配図（その 6）（2006 年 12 月から 2007 年 1 月） 

2006 年 12 月            2007 年 1 月 
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第 2.4.8 図 低風速（0.5 から 2.0m／s）時の風配図 
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第 2.4.9 図 年間風速別出現頻度及び風速別出現頻度累積 
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第 2.4.10 図 月別風速別出現頻度（その 1）（2006 年 2 月から 2006 年 3 月）  

2006 年 2 月              2006 年 3 月 
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第 2.4.11 図 月別風速別出現頻度（その 2）（2006 年 4 月から 2006 年 5 月）  

2006 年 4 月           2006 年 5 月 
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第 2.4.12 図 月別風速別出現頻度（その 3）（2006 年 6 月から 2006 年 7 月） 

2006 年 6 月             2006 年 7 月 
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第 2.4.13 図 月別風速別出現頻度（その 4）（2006 年 8 月から 2006 年 9 月） 

2006 年 8 月          2006 年 9 月 
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第 2.4.14 図 月別風速別出現頻度（その 5）（2006 年 10 月から 2006 年 11 月） 

2006 年 10 月           2006 年 11 月 
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第 2.4.15 図 月別風速別出現頻度（その 6）（2006 年 12 月から 2007 年 1 月） 

2006 年 12 月           2007 年 1 月 
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第 2.4.16 図 年間及び月別大気安定度出現頻度 
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第 2.4.17 図 年間大気安定度別風配図
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7. 発電用原子炉設置変更許可申請（平成 27 年 11 月 5 日申請）に係る気象，

地盤，水理，地震，社会環境等 

7.1 敷 地 

  発電所敷地概況図を第 7.1.1 図に示す。 
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7.2 気 象 

7.2.1 最寄りの気象官署の資料による一般気象 

7.2.1.1 風（台風） 

敷地付近で観測された最大瞬間風速は，敦賀特別地域気象観測所での観測

記録（1909 年から 2012 年）によれば，41.9m／s（1961 年 9 月 16 日）である。 

7.2.1.2 凍 結 

敷地付近で観測された最低気温は，敦賀特別地域気象観測所での観測記録

（1897 年から 2012 年）によれば，－10.9℃（1904 年 1 月 27 日）である。 

7.2.1.3 降 水 

敷地付近で観測された日最大 1 時間降水量は，敦賀特別地域気象観測所で

の観測記録（1937 年から 2012 年）によれば，57.9mm（1956 年 8 月 4 日）で

ある。 

7.2.1.4 積 雪 

敷地付近で観測された積雪の深さの月最大値は，敦賀特別地域気象観測所

での観測記録（1897 年から 2012 年）によれば，196cm（1981 年 1 月 15 日）

である。 

7.2.1.5 高 潮 

敦賀港湾工事事務所敦賀港検潮所（現敦賀港本港地区観測所）での観測記

録（1976 年から 2012 年）によれば，過去最高潮位は T.P.（東京湾中等潮位）

＋0.95m（1998 年 9 月 22 日）である。 
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7.2.2 その他の資料による一般気象 

7.2.2.1 森林火災 

森林火災検討に関係する，敦賀発電所の最寄りの気象庁観測所の気象デー

タ（気温，湿度，風速，風向）（2003 年から 2012 年）及び敦賀発電所の位置

する福井県の森林火災発生状況（2003 年から 2012 年）を第 7.2.2.1 表に，

風向（時間単位）別出現回数（2003 年から 2012 年）を第 7.2.2.2 表に示す。 
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第 7.2.2.1 表 気象データ（気温，湿度，風速，風向）（2003 年から 2012 年）

及び福井県の森林火災発生状況（2003 年から 2012 年） 

 

月 

敦賀特別地域気象観測所 気象データ（注 1） 
 福井県内の月別 

森林火災件数（注 2）
最高気温 

（℃） 

最小湿度

（％） 

最大風速 

（m／s） 

最大風速記録

時の風向 

1 14.9 28 18.2 ＮＮＷ  1 

2 20.5 13 17.5 ＮＮＷ  1 

3 22.6  5 20.0 ＳＳＥ  6 

4 29.8  9 24.0 ＳＳＥ 25 

5 31.0 14 18.4 ＳＳＥ 10 

6 34.1 18 17.2 ＳＳＥ 12 

7 36.6 34 16.2 ＷＮＷ  2 

8 36.8 34 19.3 ＳＳＥ 12 

9 36.7 26 19.8 ＳＳＥ  5 

10 28.8 28 18.1 Ｎ  1 

11 25.3 24 17.8 Ｎ  1 

12 19.5 29 17.7 ＳＳＥ  1 

（注 1）敦賀特別地域気象観測所 観測記録（2003 年から 2012 年） 

（注 2）福井県統計年鑑（2003 年から 2012 年） 
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第 7.2.2.2 表 風向（時間単位）別出現回数（2003 年から 2012 年） 

 

風 向 
風向（時間単位）別 

出現回数（注 1）（回） 

Ｎ 12,343 

ＮＮＥ 5,031 

ＮＥ 643 

ＥＮＥ 402 

Ｅ 667 

ＥＳＥ 1,393 

ＳＥ 5,885 

ＳＳＥ 22,463 

Ｓ 12,967 

ＳＳＷ 3,450 

ＳＷ 1,914 

ＷＳＷ 1,868 

Ｗ 2,531 

ＷＮＷ 2,693 

ＮＷ 5,170 

ＮＮＷ 7,944 

（注 1）敦賀特別地域気象観測所 観測記録（2003 年から 2012 年） 
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7.3 水  理 

7.3.1 海  象 

7.3.1.1 潮  位 

  当地点近傍における潮位は，敷地の南南東約 10km に位置する運輸省第一

港湾建設局（現国土交通省北陸地方整備局）敦賀港湾工事事務所敦賀港検潮

所（現敦賀港本港地区観測所）の潮位観測記録（2008 年 1 月から 2012 年 12

月，ただし，最高潮位及び最低潮位は 1976 年 1 月から 2012 年 12 月）によ

れば，下記のとおりである。 

  最 高 潮 位 （H.H.W.L.）  T.P.＋0.95m 

  （1998 年 9 月 22 日） 

  朔望平均満潮位 （H.W.L.）  T.P.＋0.48m 

  平 均 潮 位 （M.W.L.）  T.P.＋0.24m 

  朔望平均干潮位 （L.W.L.）  T.P.－0.01m 

  最 低 潮 位 （L.L.W.L.）  T.P.－0.48m 

  （1985 年 4 月 13 日） 

   ここに，T.P.：東京湾中等潮位 
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